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低く，雲頂は成層圏へ30mb程貫入している．

　（3）30～40mm・hr1の注意報ないし警報級の強雨が

観測されている間，圏界面高度近傍における積乱雲クラ．』

スターの断面積は10－3sec－1のオーダーで拡大してい

る．

　本論は，気象衛星センターで現業的に得られる衛星

データを主に用いて積乱雲クラスターと降水量の関係に

ついて解析した例である．結果は，これまでに指摘され

た観測事実と矛盾するものではない．

　積乱雲や積乱雲クラスター内の低温域の広がりを，定

性的ではあるが降水強度と関連づけて考えることは，

Sikdar（1972）が圏界面高度にまで発達した積乱雲から

流出する絹雲の広がりが雲域内の上昇気流の強さの指標

とみなして，これを降水量と結びつけた概念と類似す

る．また，衛星データによる降水の見積り法が各種ある

（土屋，1984）中で，ある雲域の低温域の時間変化は降

水を見積もる際に無視し得ない重要な要素であることを

St・ut他（1979）は指摘している．これらのことは，気

象衛星データを降水量め見積りやナウ午ヤスト・注警報

発表の際に利用するとき，圏界面付近における雲頂の断

面積の変化が着目すべき1つの要素蔭なり得る尊とを示

唆している．

　今後，定常業務における気象衛星データの時間分解能

が改善され，より多くり波長帯のデータが取得できるよ

うになれば，衛星データによる降水の見積り法や短時間

予報への新たな利用法の開発が期待される．
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第23回理工学における同位元素研究発表会のお知らせ

　関係諸学協会の共同主催で・擦記の研究発表会を開催

いたします．この研究発表会の目的は，異なった専門分

野の研究者が一堂に会iしデ同位元素および放射線の利用

　　　　　　　　　　イの技術を中心とした研究，およびその技術の基礎となる

研究の発表と討論を行い，各専F，『分野間の知識と技術の

交流姻ろうとするも璽あり歎会員各位におかれ

ては奮ってぢ応募　ご参加下さることを希望いたしま

す．なお，発表は口頭発表とポスター発表とします．

会期昭和61年7月1目（火）～7月3日（木）

会暢国立鮪会館鯨都モ弊霞が際か3
　　　　　文部省となり）　　　　　　一“

発表申込　所定の申込書（1件1通）によ・りお申し込み
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　　　　　下さい．所定の申込書は下記あて請求して下

　　　　　さい」

　〒113東京都文京区本駒込2－28－45

　　　　日本アイソトープ協会内

　　　　理工学における同位元素研究発表会運営委員会

　　　　　　　　　TEL・（03）946－71耳（代）内線261

発表申込締切　昭和61年2月28日（金）必着

講演要旨　講演要旨集を発行します．発表申込みがあり

　　　　　次第，所定の原稿用紙をお送りします．口頭

　　　　　発表，ポスター発表とも1件につき原稿用紙

　　　　　1枚です．

講演要旨原稿締切．昭和61年4月15日・（火）必着

、天気グ32・12・


